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Sulfur dioxide and particulate matter in the atmospheric environment at  


































































































































































































































































































図５ 喜入局におけるSO2、SPM、PM2.5の測定値比グラフ  
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図７ 霧島局におけるSO2、SPM、PM2.5の測定値比グラフ  
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 桜島火山の西方に位置する鹿児島市役所局では、
2018年のSO2、SPM、PM2.5の１時間値濃度の日平均
をSO2／SPM、SO2／PM2.5、PM2.5／SPMで比較し
た場合、他局に比べその変動量が大きい。また鹿児
島市役所局では、冬季及び夏季には強い正の相関が
みられたSPMとPM2.5値は、春季及び秋季ではそれ
が減少し、強い正の相関がみられなくなる。 
 桜島火山から比較的遠距離に位置する霧島局、薩
摩川内局や羽島局では、PM2.5／SPMが安定して１
前後で推移していることから、浮遊粒子状物質の移
流には相似性があると推測される。 
 桜島島内に位置する各測定局（有村・黒神・桜島
支所・赤水）では、SO2・SPM濃度は測定されてい
るが、PM2.5濃度は測定されていない。それゆえ桜島
火山が大気中に放出する噴煙に含まれるPM2.5の存
在は、坂本・木下（2017c）等によって他の測定値と
の相関から推測されているに過ぎない。このPM2.5
濃度は、地域住民の健康への影響も大きいため、今
後早急に実測されるべき項目である。 
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